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１．はじめに
　我が国で行われてきた視覚障害児への点字指導法の一つに，
見本合わせ法（matching task）がある（中島, 1968a）。これは
対象児の前に見本箱と選択箱が用意され，見本箱に提示された
触察物と同じものを選択箱に提示された複数の触察物の中から
対象児が選択するという方法である。指導の初期段階では丸，
三角形，四角形を触察物とした幾何学的図形の弁別学習から始
め，次に幾何学的図形の大きさを変化させた図，回転図，変形
図を用いた概念反応形式の学習を行う。その後，点字を構成す
る点の位置の弁別学習を行い，点字弁別学習へと系統的に進め
ていく。これにより，学習者は基礎的な触読能力を獲得するこ
とができる。
　見本合わせ法は視覚障害以外に併せ有する障害のない児童生
徒への点字指導法であるだけでなく，視覚・重複障害児へも適
用されている（全国盲学校校長会, 2018）。これは視覚・重複
障害児においても点字学習のレディネスとして触察による幾何
学的図形の弁別ができれば，点字を構成する点の位置の違いの
弁別学習が可能となり，文字としての点字のひな型を丁寧に覚
えることを繰り返すことで，ある程度の触読能力が獲得できる
ことを示している。しかし，触察の際の読指運動の役割につい
ては，十分に考慮されていない。
　視覚障害以外に併せ有する障害のない触読者の場合，触読速
度の速い者は，触読材料としての単語や語句を左から右への読
指運動を伴った切り取りパターン（extended shear patterns）
で触読しており，これが触読速度の遅い者との触読速度の差を
生じさせている（Millar, 1997; 佐藤, 2017）。このように，点字
触読は触読材料である点字の単なる触覚的認知にとどまらない
触運動を伴う総合的認知活動といえるため，読指運動を伴う点
字指導法について検討する必要があろう。

　視覚・重複障害児への点字指導法の中で触読者による左から
右への読指運動を指導の初期段階から推奨しているものの一
つに，Wormsley （2004） による実用的点字指導法 （functional 
approach） の段階別プログラムの中の行たどり法 （tracking 
activities） がある。これは触読者が左から右へ読指運動を行う
中で，点字用紙の各行ごとに提示された同じ種類の点字の中か
ら異なる種類の点字を探すという方法である。見本合わせ法は
触読者が手元の触察物を丁寧に触ることを重視しているが，行
たどり法では触読者が指を積極的に動かしていく中で，点字の
違いに気づいていくことを重視している。
　ところで，視覚障害以外に併せ有する障害がない触読者の触
読において，点字を指でこする行為や触圧の強さが原因となり
触読が身につかない場合がある。これを改善するために，指導
者が触読者の指を左から右に他動的に動かす他動スライディ
ング法が有効であることが示されている（小林・秋山・水田, 
2002）。これは触読者の読指運動が適切な場合，触読能力の獲
得に役立つことを示唆している。点字指導法としての行たどり
法について検討することは，適切な読指運動を伴う点字指導法
に関する検討ということになる。
　そこで本研究では，読指運動を伴う点字指導法となる行たど
り法を，点字の初期学習段階にある１名の全盲・ASD児に適
用し，対象児の読指運動を伴う点字弁別の成否について試行的
に分析する。これにより，行たどり法による視覚・重複障害児
の点字初期学習を検討することを目的とする。

２．方法
（１）対象児：Ａ県視覚特別支援学校幼稚部に在籍している５
歳の全盲・ASD児１名であった。現在のところ言葉による明
瞭かつ自発的な発話は困難であるが，クラス内の活動の際は不
明慮であるが活動に沿った発話をすることができ，活動内容を
予測して楽しむことができる。対象児による発話のリズムと内
容については，担当教員が対象児の身体的反応及び情緒的反応
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を合わせた捕捉的な解釈を行うことで，適切なやり取りが成立
している。自立歩行ができ，室内環境では自由に動き回る様子
も観察された。手指機能の向上を目的とした自立活動時には，
手指による幾何学的図形，鈴の大小，おはじきとビー玉の形態
の弁別が可能であった。
（２）触察教材：Fig.１に使用した触読材料の例について示す。
触読材料は２種類あり，点字用紙の各行ごとにたどらせる異な
る種類の点字として⠁と⠃を用い，各行の行頭，行中，行末に
弁別させる点字を各１文字配置させた。弁別させる点字は⠁を
配置した点字用紙で⠇，⠍，⠏，⠎，⠥，⠧，⠭，⠯，⠻，⠺，⠕，
⠗，⠝，⠟，⠞，⠨の16文字，⠃を配置した点字用紙で⠉，⠡，⠳，
⠺，⠕，⠇，⠾，⠓の８文字であった。これらの文字は対象児，
クラスメイト，教員，好きな物の名前など，対象児の日常的な
興味・関心から選択した（Wormsley, 2011）。また，各文字を
配置させる位置は，対象児が文字の位置を予測しないようにす
るため，行頭，行中，行末の範囲内でランダムに決定した。点
字用紙の全ての行の始まりと終わりには⠿⠿を配置させ，対象
児が触察により行の始まりと終わりに気づくようにした。
（３）手続き：対象児に対し，各行の⠿⠿を触ってから，左から
右に指を動かし，同じ種類の点字の中から異なる種類の点字を
探すよう教示した。その際の対象児の読指１ストロークの様
子を手指中心にVTR撮影し，点字弁別の成否の分析に用いた。
対象児は触察中の点字弁別に関して言語による明確な解答は難
しいが，触察中に異なった点字に気づいた際は歓声を上げるこ
とができる。この反応に関して，担当教員との合議に基づき，
読指運動を伴う点字弁別の成否として判断した。
（４）倫理的配慮：本研究を実施するにあたり，上越教育大学
研究倫理審査委員会の承認（承認番号：2017-87）を受けた。

３．結果
（１）読指運動を伴う点字弁別の成功率
　Table.１に対象児によって得られた各２種類の触読材料の読
指運動を伴う点字弁別の成功率について示す。これによると⠁

を配置した点字用紙では，読指運動全体で17ストローク中，成
功率は94.1%であった。一方，⠃を配置した点字用紙では，読
指運動全体で12ストローク中，成功率は66.7%であった。
　このことから本対象児の読指運動を伴う点字弁別の成功率
は，⠁を配置した点字用紙の成功率の方が⠃を配置した点字用
紙の成功率よりも高いことが示された。
（２）点字弁別に失敗した各触読材料の行ごとの位置
　Fig.２に対象児によって得られた点字弁別に失敗した各２種
類の触読材料の行ごとの位置の割合について示す。これによ
ると⠁を配置した点字用紙の場合，行頭で100％，行中で０％，
行末で０％の割合であった。一方，⠃を配置した点字用紙の場
合，行頭で75％，行中で25％，行末で０％の割合であった。
　点字弁別に失敗した点字については⠁を配置した点字用紙の
行頭で⠝の１文字，⠃を配置した点字用紙の行頭で⠳と⠇の２文
字，行中で⠇の１文字であった。なお⠃を配置した点字用紙の
⠇については，行頭で２回の失敗が確認され，それ以外の文字
についてはそれぞれ１回の失敗が確認された。
　これらのことから，本対象児の読指運動を伴う点字弁別は，
⠁を配置した点字用紙の場合に行頭のみで失敗しており，⠃を
配置した点字用紙の場合，行頭＞行中の順で失敗していた。ま

Table.１　点字弁別の成功率

type total strokes correct strokes achievement rate

⠁ 17 16 0.94

⠃ 12 8 0.67

Fig.１　触読材料の例

を配置した点字用紙 を配置した点字用紙
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た，⠁を配置した場合も⠃を配置した場合も，行末での失敗は
確認されなかった。

４．考察
　本研究では，読指運動を伴う点字指導法となる行たどり法
を，点字の初期学習段階にある１名の全盲・ASD児に適用し，
対象児の読指運動を伴う点字弁別の成否について試行的に分析
した。
　対象児は読指運動を伴う点字弁別において，高い成功率を示
していた。これは言葉による明瞭かつ自発的な発話は困難であ
るものの，点字初期学習が成立するための空間認知能力を中心
としたレディネスを備えていたためと考えられる。視覚・重複
障害児の発信・受信行動の段階で，自立歩行や自由に動き回れ
ることと，手が自由に動かせることは，概念行動やコミュニ
ケーション前段階の介入目標となる（中島, 1968b）。対象児は
触察による幾何学的図形の弁別も可能であったことを考慮する
と，触運動の統制ならびに触空間の再構成に寄与する空間認知
能力を備えていたものと考えられた。
　指先を左から右へ動かす中で点字弁別に成功していたこと
は，視覚・重複障害児の点字学習において，初期指導の段階か
ら適切な読指運動を指導していくことの意義が強調される。視
覚障害以外に併せ有する障害がない触読者において，触読の熟
達度向上のためには，触読材料の文字数の影響を受けない程度
の横方向への読指運動により，語句や文全体を触覚的に認識す
る技術が要求される（佐藤, 2017）。当然ではあるが，視覚・
重複障害児の点字学習の際も，単に点字の物理的特徴を触知す
ればよいというわけではなく，点字をツールとして用いる学習
や国語の学力につなげていく必要がある。しかし，これまでの
ように視覚・重複障害児が示す点字学習のつまずきを改善する
一つの方法として，見本合わせ法のような手元の触察物を丁寧
に触ることだけでなく，行たどり法のように指を積極的に動か
して触読材料を触察していくことで，初期学習から次の学習の
段階へ，学びを発展させることができるだろう。実際，対象児
の点字弁別の失敗は行頭で確認され，行末では確認されなかっ
たことから，読指１ストロークの中でスムーズな手指運動が始
まれば，点字弁別の精度が高まることが示唆される。このよう
な考え方は他動スライディング法による点字の切り取りパター

ンの触読を視覚・重複障害児の点字指導に適用できる可能性を
強調するものといえる。
　本研究は厳密な実験条件の統制や触読材料の精選をしたわけ
ではない。しかし，実際に⠁と⠃を配置した点字用紙の点字弁
別に差が生じていたことから，視覚・重複障害児の点字弁別に
おいて，視覚障害以外に併せ有する障害のない触読者の触読
と同様に，点字を構成する点の数といった触読材料の物理的
特徴が点字弁別に影響を与えていることが確認された（佐藤, 
2017）。このように，視覚・重複障害児の点字指導においても，
触読材料の量的拡大に伴い点字の物理的特徴と言語的要因がど
のように関連しているかについて明らかにしていくことが，視
覚・重複障害児の点字指導を成果あるものにすることができる
だろう。
　視覚・重複障害児において重複する障害が重度の場合，多く
は生活体験を豊富にし，社会適応や就労に向けた現実的な目標
が設定されている。しかし，点字学習を通じて，視覚・重複障
害児の思考を育むことも重要な課題である。行たどり法のよう
に手指の積極的な動きによる思考の高次化を目指した丁寧な指
導が期待される（佐藤・佐藤・佐久間, 2019）。

追記
　研究にご協力いただきました対象児の保護者様，視覚特別
支援学校の先生方に感謝いたします。本研究はJSPS科研費
17K04928の助成を受けて実施しました。
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Fig.２　点字弁別に失敗した行ごとの位置


